
  

中央区工事成績評定要綱 
 

平成２０年３月３１日 

１９中土道第２３１号 

 

平成２３年３月３１日 

２２中土管第９１１号 

 

 

（目的） 

第１条 この要綱は、中央区工事施行規程（昭和４６年６月中央区訓令甲第４号。

以下「工事施行規程」という。）第２３条の２及び中央区契約事務規則(昭和３９

年３月中央区規則第１０号。以下｢契約事務規則」という。）第６７条の２の規定

に基づき、中央区が施行する請負工事に係る成績評定（以下「評定」という。）

について必要な事項を定め、監督員及び検査員が評定を厳正かつ適切に実施する

ことにより、工事請負者の適正な選定及び指導育成に資することを目的とする。 

 

（対象工事） 

第２条 評定は、一件の契約金額が５００万円を超える請負工事を対象とする。 

 

（評定者） 

第３条 評定者は、次に掲げる者とする。 

一  工事施行規程第２条第４号に規定する監督員 

二  契約事務規則第５６条第１項に規定する検査員 

２  前項第１号に規定する監督員は、中央区工事施行規程監督基準（平成12年２月

17日11中土道第184号）1.2.2に規定する総括監督員、主任監督員及び担当監督員

とする。 

 

（評定の時期） 

第４条  前条第１項の各評定者は、原則として工事完了検査合格の日から１４日以

内に評定を行わなければならない。 

 

（評定の実施） 

第５条  評定者は、対象工事ごとに、別記第１号様式による工事成績評定表（以下

「評定表」という。）の各評定項目について、次条から第９条までに定めるとこ

ろにより評定を行う。 

 

（主任監督員及び担当監督員の評定の内容及び方法等） 

第６条  主任監督員及び担当監督員は、評定表の評定項目中「基本的な技術力と成

果の評価」、「技術力の発揮」、「創意工夫と熱意」及び「社会的貢献」の項目

について、評定を行う。 

２ 前項の評定は、別に環境土木部長又は都市整備部長が定める工事成績評定項目

別評定表（以下「評定項目別評定表」という。）により行う。 



  

３ 主任監督員及び担当監督員は、評定の結果を評定表及び評定項目別評定表によ

り、総括監督員へ報告する。 

 

（総括監督員の評定の内容及び方法等） 

第７条  総括監督員は、前条の規定により主任監督員及び担当監督員の行った評定

の結果等を総合的に判断し、「法令遵守等」の項目を除く評定表の各評定項目に

ついて評定を行う。 

２  総括監督員は、評定表の評定項目中「法令遵守等」について評定を行う。 

３ 前項の評定は、別に環境土木部長又は都市整備部長が定める評定項目別評定表

により行う。 

４ 総括監督員が第１項及び第２項の規定により評定した結果をもって監督員が行う

工事成績評定とする。 

 

（検査員が行う評定の内容及び方法等） 

第８条  検査員は、評定表の評定項目中「基本的な技術力と成果の評価」の「施工

管理」の項目について評定を行う。 

２  前項の評定は、別に環境土木部長又は都市整備部長が定める検査成績評定表及

び検査成績評定項目別評定表により評定を行う。 

３  検査員は、前項の検査成績評定表及び検査成績評定項目別評定表により、評定

の結果を当該評定対象の工事（以下「当該工事」という。）の検査事務を主管す

る課の課長（以下「検査主管課長」という。）に報告する。 

４  第１項及び第２項の規定により評定した検査成績をもって検査員が行う工事成

績評定とする。 

５ 検査員は、検査員としての評定点を総括監督員へ送付する。 

 

（評定結果のとりまとめ） 

第９条  総括監督員は、検査員の評定点と監督員の評定点とをとりまとめ、別記第

２号様式による工事成績評定報告書（以下「報告書」という。）及び評定表に評

定結果を記録する。 

 

（評定結果の報告） 

第10条  総括監督員である当該工事を主管する課の課長（以下「工事主管課長」とい

う。）は、評定の結果について当該工事を主管する部の部長（工事施行規程第２

条第２号に規定する部長をいう。以下「工事主管部長」という。）に報告する。 

 

（評定結果の送付） 

第11条  工事主管課長は、評定の結果を評定表及び報告書により総務部経理課長へ

送付する。 

 



  

（評定結果の通知） 

第12条 工事主管部長は、別記第３号様式による工事成績評定通知書により、速やか

に当該工事の請負者へ評定の結果を通知する。 

 

（説明責務） 

第13条 工事主管部長は、前条の規定による通知を受けた者から評定の内容について

説明を求められたときは、口答により速やかに回答しなければならない。 

 

（評定結果の説明請求） 

第14条 前条の説明を受けたものは、その説明に不服があるときは、通知を受けた日

の翌日から起算して１０日以内に当該成績評定の通知者に対して、評定の内容につ

いて書面により説明を求めることができる。 

２ 工事主管部長は、前項の説明を求められたときは、書面により速やかに回答する

ものとする。 

 

（評定結果の再説明請求） 

第15条 前条の規定による回答を受けた者は、当該回答を受けた日の翌日から起算し

て１０日以内に区長に対して書面により再説明を求めることができる。 

２ 区長は前項による再説明を求められたときは、中央区指名業者選定等委員会規則

（昭和４３年５月中央区規則第２１号）第１条の中央区指名業者選定等委員会の審

議を経て、書面により速やかに回答するものとする。 

 

（委任） 

第16条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、環境土木部長又は都市整備部

長が定める。 

 

 

附 則 

 この要綱は、平成２３年４月１日から施行する。 


